
共 催：宇部市、環境省中国環境パートナーシップオフィス（EPOちゅうごく）、中国地方ESD活動支援センター
協 力：宇部SDGs推進センター、公益財団法人 山口県ひとづくり財団 環境学習推進センター
後 援：宇部市教育委員会、山口県、山口県教育委員会※申請中

SSDDGss未未来来都都都都市市のの取取組組とと
ESD 学びあいフォーラム in 山口

2200033000年年にに向向けけたた
私私私たたたちちののアアアアクククシシションンン!

2019.12.23（月）13:30-17:00

中国地方のSDGs未来都市（7県市町村）が、宇部市に大集結！
SDGs達成に向けて実践している取組発表から、ノウハウや成果を共有しつつ、

持続可能な地域づくりの課題や解決方法について、ゲストと一緒に考えてみませんか？
立場や世代の垣根を超えて共に学びあい、

パートナーシップでSDGsの達成を目指しましょう！

佐 藤  真 久 氏   東京都市大学大学院 環境情報学研究科 教授コーディネーター
英国国立サルフォード大学にて Ph.D 取得（2002 年）。地球環境戦略研究機関（IGES）の戦略研究プロジェクト研究員（環
境教育・能力開発）、ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）のシニア・プログラム・スペシャリスト（国際教育協力）を経て、
現職。現在、国連大学サステナビリティ高等研究所客員教授、IGES シニア・フェロー、SEAMEO Japan ESD アワード選考
委員（SEAMEO）、UNESCO ESD-GAP プログラム（PN1）共同議長、環境省 SDGs を活用した社会課題・環境課題同時解
決支援事業委員長などを務める。今日では、国際的な環境・教育協力のほか、協働ガバナンス、社会的学習、中間支援
機能などの地域マネジメント、組織論、学習・教育論の連関に関する研究を進めている。代表著書は、『ソーシャル・プロジェ
クトを成功に導く12 ステップ』（共著，みくに出版，2018）、『SDGs と環境教育』（編著 , 学文社 , 2017）、『環境教育と開
発教育の実践的統一』（編著 , 筑波書房， 2014）、『持続可能な開発のための教育－ESD入門』（編著 , 筑波書房， 2012）等。
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中国地方のSDGs未来都市

※個人に関する情報は、本フォーラム開催以外の目的には使用いたしません。

お名前

T E L  －　　　　 －

ご所属

E-mail

鳥 取 県 智 頭 町 中山間地域における住⺠主体のＳＤＧｓまちづくり事業

鳥 取 県 日 南 町 第一次産業を元気にする 〜ＳＤＧｓにちなんチャレンジ２０３０〜

岡 山 県 岡 山 市 誰もが健康で学び合い、生涯活躍するまちおかやまの推進

岡 山 県 真 庭 市 地域エネルギー自給率 100% 2030"SDGs" 未来杜市真庭の実現
～永続的に発展する農山村のモデルを目指して（私がわたしらしく生きるまち）～

岡山県⻄粟倉村 森林ファンドの活用で創出するＳＤＧｓ未来村 

広 島 県 ＳＤＧｓの達成に向けて平和の活動を生み出す国際平和拠点ひろしまの取組を加速する
～マルチステイクホルダー・パートナーシップによるＳＤＧｓの取組の強化～

山 口 県 宇 部 市 「人財が宝」みんなでつくる宇部ＳＤＧｓ推進事業～「共存同栄・協同一致」の更なる進化～

※SDGs（Sustainable Development Goals）
持続可能な開発目標の略。持続可能な社会をつくるために、世界が
抱える問題を17の目標と169のターゲットに整理したもの（2015年9
月に国連で採択）。2030年までに、政府、企業、地域社会のあらゆる
人が、SDGsを実現するための役割を担っている。

※SDGs未来都市
内閣府が、持続可能な経済社会システムを実現する都市・地域づくり
を推進することを目的に選定した、地方創生分野における日本の
『SDGsモデル』構築に向けて、優れた取り組み提案する自治体。全
国で60自治体が認定。

13:45 ～　セッション 1：SDGs 未来都市の取組紹介
中国地方の SDGs 未来都市が実践している計画や取組を聞きながら、
ノウハウや成果、課題などを情報共有する。

SDGs を達成するためのプロセスにある課題や解決方法について、
ゲストと一緒に交流しながら意見交換する。

15:30 ～　セッション 2：ワークショップ

13:30　 開会、オリエンテーション

17:00　 クロージング、閉会

プ ロ グ ラ ム

下記の申込事項〔お名前・ご所属・ご連絡先（TELとEmail）〕を、メールでお送りください。
E-mail：matsuda@epo-cg.jp（担当：松田）
下記の申込事項〔お名前・ご所属・ご連絡先（TELとEmail）〕を、メールでお送りください。
E-mail：matsuda@epo-cg.jp（担当：松田）

お 申 し 込 み 方 法

中国環境パートナーシップオフィス（EPOちゅうごく）・中国地方ESD活動支援センター/松田・松原

E-mail：matsuda@epo-cg.jp　TEL：082-511-0720
〒730-0011 広島市中区基町11-10  合人社広島紙屋町ビル5階

中国環境パートナーシップオフィス（EPOちゅうごく）・中国地方ESD活動支援センター/松田・松原

E-mail：matsuda@epo-cg.jp　TEL：082-511-0720
〒730-0011 広島市中区基町11-10  合人社広島紙屋町ビル5階

お申込み・お問合せ先

● 資料スペースを設けますので、取組紹介の資料などございましたら、ご持参ください。
● 海洋プラスチックごみ対策として、マイボトルのご持参をお願いします。
● お越しの際は環境配慮のため、公共交通機関をご利用ください。


